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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ノ
ー
・
メ
モ
リ
ー
ズ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
４
９
３
Ｈ

【
作
者
名
】

　
キ
ー
ス

【
あ
ら
す
じ
】

　
あ
る
時
代
あ
る
場
所
の
話
世
界
で
最
も
小
さ
な
町
ヂ
ェ
ル
シ
テ
ィ
に
流
れ
着

い
た
少
年
、
こ
の
少
年
は
な
ぜ
流
れ
て
き
た
の
か
、
自
分
の
事
も
何
一
つ
分
か

ら
な
い
。
そ
ん
な
中
、
村
で
一
つ
の
事
件
が
起
こ
る
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
記

憶
を
取
り
戻
す
こ
と
と
な
る
。
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第
一
章
　
記
憶
な
き
少
年

そ
れ
は
、
昨
日
の
雨
の
日
の
出
来
事
だ
っ
た

　
第
一
章

　
ザ
ッ
ー
　
ザ
ッ
ー
　
　
強
く
雨
が
降
る
。

　
気
が
付
く
と
、
そ
こ
は
見
知
ら
ぬ
場
所
で
あ
っ
た
。

「
あ
、
起
き
た
。
」
隣
か
ら
人
の
声
が
し
た
。

　
そ
の
隣
に
は
、
女
の
人
が
い
た
。

「
え
～
と
・
・
・
」

　
そ
の
女
の
人
の
話
に
よ
る
と
海
に
流
さ
れ
倒
れ
て
い
た
所
を
、

こ
こ
へ
運
ば
れ
た
ら
し
い
。
そ
う
い
え
ば
、
こ
こ
は
・
・
・
。

「
あ
の
、
こ
こ
は
？
」

　
コ
ン
　
コ
ン
　
　
ち
ょ
う
ど
戸
を
叩
く
音
が
し
た
。

「
ど
ち
ら
様
で
す
か
？
」
女
の
人
が
戸
に
向
か
っ
て
言
っ
た

　
今
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
い
た
め
、
後
に
す
る
事
に
し
た
。

「
わ
し
じ
ゃ
・
・
・
」
戸
か
ら
、
少
し
声
の
低
い
声
が
す
る
。

「
村
長
・
・
・
。
何
の
用
で
す
か
？
」
不
安
そ
う
に
言
う
。

「
お
主
が
海
で
人
を
拾
っ
た
と
聞
い
た
の
で
な
。
様
子
を
見
に
き

た
。
」
そ
の
村
長
が
入
っ
て
き
た
。

「
お
主
か
、
流
さ
れ
て
き
た
人
は
？
」
村
長
が
聞
く
。

「
は
い
。
」
自
分
は
深
く
知
ら
な
い
が
取
り
あ
い
ず
返
事
を
し
た

「
お
主
に
た
ず
ね
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
な
。
名
を
な
ん
と
言
う
？
」

　
村
長
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
聞
い
た
様
な
顔
を
し
た
。

　
自
分
の
名
前
を
考
え
る
と
頭
が
ぼ
っ
～
と
す
る
。

「
わ
か
り
ま
せ
ん
。
」
と
何
も
考
え
ず
口
が
動
い
た
の
だ
。

「
な
に
っ
・
・
・
」
村
長
は
大
き
な
声
で
驚
い
た
。

「
え
～
」
女
の
人
も
驚
い
た
。
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自
分
も
驚
く
が
、
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
を
村
長
が
、

「
そ
う
じ
ゃ
、
そ
う
い
え
ば
。
お
主
と
同
じ
日
に
剣
が
流
さ
れ
て

来
て
な
。
今
は
海
に
あ
る
ん
じ
ゃ
が
見
に
行
っ
て
み
た
ら
ど
う
じ

ゃ
？
」

「
あ
の
、
さ
っ
き
か
ら
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
こ
こ
は
ど
こ

で
す
か
？
」

「
こ
こ
は
、
ヂ
ェ
ル
シ
テ
ィ
で
す
け
ど
。
」

「
あ
と
、
あ
な
た
の
な
ま
え
は
？
。
」

「
私
の
名
前
は
、
ラ
イ
デ
ィ
・
ガ
ル
ド
で
す
。
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
ラ
イ
デ
ィ
さ
ん
。
誠
に
勝
手
な
ん

で
す
け
ど
、
付
い
て
来
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。
」

「
良
い
で
す
け
ど
。
ち
ょ
っ
と
、
家
の
前
で
待
っ
て
も
ら
え
ま
す

か
？
」

「
そ
の
間
、
村
を
回
っ
て
い
る
の
は
ど
う
で
す
か
な
？
よ
ろ
し
け

れ
ば
私
が
案
内
し
ま
す
よ
」
と
村
長
が
言
う
。

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

「
そ
れ
な
ら
、
私
は
海
で
待
っ
て
い
ま
す
。
」

　
―
数
分
後
―

「
こ
こ
を
右
に
曲
が
る
と
海
で
す
。
」
右
へ
曲
が
る
と
目
の
前
に
薄

い
青
の
綺
麗
な
海
が
あ
っ
た
。
そ
の
海
に
一
人
、
人
が
い
た
。

　
ラ
イ
デ
ィ
さ
ん
だ
。
ど
う
や
ら
剣
を
探
し
て
い
る
ら
し
い
。

「
ラ
イ
デ
ィ
さ
ん
。
」
と
、
そ
っ
と
声
を
か
け
た
。

「
あ
ぁ
・
・
・
」
何
か
変
だ
。

　
目
の
前
を
見
る
と
そ
こ
に
は
倒
れ
た
人
が
い
た
。

　
そ
れ
は
ひ
ど
く
傷
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

　
死
体
だ
っ
た

「
・
・
・
。
行
く
ぞ
。
」
と
村
長
が
あ
わ
て
た
様
子
で
言
う
。
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「
ど
こ
に
で
す
か
？
」

「
病
院
と
・
・
・
」
村
長
の
言
葉
は
途
中
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
。

　
―
病
院
―

「
ど
う
し
て
？
こ
う
な
っ
た
ろ
う
か
？
」
村
長
が
独
り
で
に
独
り
言

を
し
て
い
た
。

「
何
が
、
あ
っ
た
か
話
し
て
も
ら
お
う
か
。
」
村
長
の
後
か
ら
男
の

人
の
声
が
し
た
。

「
お
主
は
？
」
村
長
が
聞
く
。

「
オ
レ
か
？
オ
レ
は
な
。
こ
の
村
の
警
察
み
た
い
な
者
で
す
よ
。
村

長
。
」
男
の
人
が
偉
そ
う
に
言
っ
た
。

「
警
察
の
方
が
何
の
用
で
す
か
？
」
と
不
安
そ
う
に
言
う
。

「
ラ
イ
デ
ィ
・
が
ル
ド
に
逮
捕
状
が
出
た
の
で
ね
～
。
お
い
、
そ
こ

の
名
の
な
い
少
年
、
容
疑
者
と
一
緒
に
い
た
と
聞
い
た
。
容
疑
者
が

ど
こ
に
い
る
か
知
っ
て
い
る
か
？
」
そ
の
時
、
鳥
肌
が
た
っ
た

「
知
ら
な
い
。
」

「
知
ら
な
い
だ
、
・
・
・
。
く
そ
っ
。
」
警
察
は
そ
の
場
を
立
ち
去
っ

た
。

「
急
い
で
、
警
察
の
者
よ
り
も
早
く
見
つ
け
て
貰
え
ま
す
か
な
？
」

と
ま
だ
、
不
安
そ
う
に
言
う
。

「
わ
か
り
ま
し
た
。
」

　
―
海
―

　
自
分
も
、
不
安
だ
っ
た
。

　
何
を
し
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。

「
ま
ず
、
ど
う
し
よ
う
・
・
・
。
と
に
か
く
探
そ
う
。
」

「
ん
っ
。
剣
が
あ
る
。
」
村
長
の
言
っ
て
い
た
剣
だ
。

　
心
を
落
ち
着
け
て
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

「
た
し
か
、
最
後
に
あ
っ
た
の
は
こ
こ
で
。
こ
こ
ら
辺
で
倒
れ
て
・
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・
・
。
今
、
後
ろ
に
・
・
・
。
気
の
せ
い
か
・
・
・
」

　
―
数
分
後
―

「
も
う
こ
ん
な
時
間
だ
・
・
・
。
ま
た
だ
、
後
ろ
に
何
か
あ
る
。
気
の

せ
い
で
は
な
い
。
次
は
殺
気
が
す
る
。
急
い
で
帰
ろ
う
。
」

　
し
か
し
、
帰
ろ
う
と
し
た
そ
の
時
、
後
ろ
か
ら
・
・
・
。

　
―
？
？
？
―

「
・
・
・
。
夢
・
・
・
！
　
違
う
現
実
だ
。
」

「
こ
こ
は
、
ど
こ
だ
？
」

　
目
を
開
け
る
と
そ
こ
に
は
、
死
体
が
・
・
・
。

「
メ
ガ
サ
メ
タ
カ
・
・
・
」
上
か
ら
声
が
し
た
。

　
上
に
は
覆
面
を
被
っ
た
者
が
い
た

　
声
か
ら
し
て
男
だ
。

　
コ
ン
　
コ
ン
　
　
ノ
ッ
ク
の
音
が
し
た
。

　
男
は
階
段
を
登
っ
た
。
こ
こ
は
ど
う
や
ら
地
下
一
階
ら
し
い
。

　
し
め
た
チ
ャ
ン
ス
だ
。
剣
を
使
っ
て
、
縄
を
切
っ
た
。

　
コ
ッ
ツ
　
コ
ッ
ツ
　
　
男
が
帰
っ
て
き
た
。

「
ナ
ニ
ヲ
シ
テ
イ
ル
？
」

「
て
い
っ
や
ー
！
」
声
を
あ
げ
て
男
に
攻
撃
す
る
。

　
男
は
か
わ
し
、
オ
ノ
を
振
っ
た
。

　
自
分
は
す
き
を
突
き
、
上
へ
逃
げ
た
。

　
―
村
長
宅
―

「
村
長
・
・
・
。
」

「
！
。
ラ
イ
デ
ィ
か
？
」

　
―
？
？
？
―

　
く
っ
　
ハ
ッ
ハ
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「
マ
テ
・
・
・
。
」

「
待
て
と
言
わ
れ
て
誰
が
待
つ
か
」

「
ナ
ラ
　
ク
ラ
エ
　
煙
幕
弾
」

　
く
そ
っ
、
目
が
・
・
・
。
登
っ
て
も
、
登
っ
て
も
、
出
口
が
見

え
な
い
。

「
ぐ
は
っ
・
・
・
。
」
こ
こ
は
ど
こ
な
の
だ
？
　
く
ら
え

「
ガ
ハ
ッ
・
・
・
。
」
光
が
見
え
る
。
そ
こ
へ
行
け
ば
・
・
・
。

「
な
に
っ
、
次
は
、
閃
光
弾
。
」

「
ヤ
ッ
ハ
ッ
ハ
ヒ
ッ
カ
カ
ッ
タ
ナ
。
」

　
―
村
長
宅
―

「
そ
れ
で
は
、
失
礼
し
ま
す
。
村
長
、
さ
よ
う
な
ら
。
」

「
待
て
、
ラ
イ
デ
ィ
・
・
・
。
」
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第
二
章
　
ガ
ル
ド
コ
ロ
シ
ア
ム

第
二
章

　
―
？
？
？
―

「
目
が
・
・
・
」
け
ど
、
見
つ
か
っ
て
な
い
ら
し
い
。

「
ヤ
ツ
メ
　
ド
コ
ヘ
イ
ッ
タ
」

　
な
ん
で
ア
イ
ツ
目
が
見
え
る
の
だ
？
そ
う
い
え
ば
・
・
・
。

　
ガ
タ
ッ

「
ソ
コ
カ
　
ナ
ニ
ッ
　
ミ
ガ
ワ
リ
ダ
ト
」

「
く
ら
え
っ
」

　
ド
ッ
カ

「
助
か
っ
た
？
お
と
り
作
戦
も
伊
達
で
は
な
い
ね
。
そ
れ
に
し
て
も

・
 

・
・
こ
こ
ど
こ
だ
？
ヂ
ェ
ル
シ
テ
ィ
な
ら
い
い
ん
だ
け
ど
な
。
村

長
大
丈
夫
か
な
？
」

　
―
村
長
宅
―

「
警
察
だ
失
礼
す
る
。
！
！
！
村
長
何
が
あ
っ
た
？
虫
の
息
だ
。
何

し
て
い
る
？
病
院
へ
行
く
ぞ
」
警
察
の
前
に
は
血
ま
み
れ
の
村
長
が

・
 

・
・
。

ガ
タ
ッ
　
　
ガ
タ
ッ

　
―
病
院
―

「
村
長
・
・
・
。
何
が
あ
っ
た
？
」
警
察
は
落
ち
込
む
。

「
手
術
を
始
め
ま
す
。
」

「
ど
う
か
、
ご
無
事
で
・
・
・
」
　

　
―
？
？
？
―

「
と
り
あ
え
ず
、
上
へ
行
こ
う
」
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コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

「
コ
レ
ダ
ケ
デ
　
ク
タ
バ
ル
ト
オ
モ
ウ
ナ
ヨ
」

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

「
寒
気
が
す
る
な
。
」

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

「
コ
コ
ハ
　
ウ
エ
ヘ
イ
ケ
バ
　
イ
ク
ホ
ド
デ
レ
ナ
ク
ナ
ル
カ
ラ
ナ
」

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

「
さ
っ
き
ま
で
、
寒
気
が
し
て
い
た
け
ど
・
・
・
。
熱
く
な
っ
て
き

た
し
、
酸
素
が
薄
く
な
っ
て
き
た
・
・
・
。
あ
れ
っ
こ
れ
っ
て
も
し

か
し
て
ま
さ
か
っ
ね
・
・
・
。
上
に
行
き
過
ぎ
て
な
い
？
下
へ
戻
ろ

う
。
」

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

「
ク
ッ
ク
ッ
　
ウ
エ
カ
ラ
ア
シ
オ
ト
ガ
キ
コ
エ
ル
ゼ
。
」

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

「
あ
れ
っ
下
か
ら
足
音
が
。
や
っ
ぱ
気
絶
だ
け
じ
ゃ
だ
め
か
・
・
・
。
隠

れ
な
き
ゃ
。
ん
っ
、
気
の
せ
い
か
な
。
足
音
が
二
つ
？
気
の
せ
い
か
？
」

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

「
シ
タ
カ
ラ
モ
　
ア
シ
ア
ト
ガ
　
バ
シ
ョ
コ
コ
　
ガ
ル
ド
コ
ロ
シ
ア
ム

ニ
シ
テ
ヨ
カ
ッ
タ
カ
」

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

「
こ
こ
の
聖
域
を
汚
す
者
は
許
さ
な
い
」

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ
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コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

「
ヤ
ハ
リ
　
ガ
ル
ド
コ
ロ
シ
ア
ム
ハ
　
ノ
ロ
ワ
レ
テ
イ
ル
」

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

「
上
に
誰
か
い
る
な
。
し
か
し
、
も
う
す
ぐ
で
・
・
・
」

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

「
イ
キ
ド
マ
リ
ダ
ト
・
・
・
。
ヤ
ツ
ハ
ド
コ
ヘ
イ
ッ
タ
」

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

「
足
音
が
止
ま
っ
た
。
最
上
階
へ
行
っ
た
な
。
」

「
誰
か
い
る
の
で
す
か
」

「
君
は
？
」

「
自
分
に
名
前
は
・
・
・
」

「
も
し
か
し
て
・
・
・
。
隣
町
で
海
か
ら
流
れ
て
き
た
人
で
し
ょ
う
？
」

「
！
！
隣
町
？
」

　
コ
ッ
ツ
　
　
コ
ッ
ツ

「
！
！
」
二
人
は
同
時
に
び
っ
く
り
す
る
。

「
コ
コ
ニ
イ
タ
カ
。
！
！
、
ウ
シ
ロ
ノ
ヤ
ツ
・
・
・
。
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
ノ

ク
ロ
ウ
・
ジ
ャ
ッ
チ
メ
ン
ト
！
！
」
そ
の
男
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
途
中
に

弓
が
男
に
突
き
刺
さ
っ
た
。

「
ジ
ェ
ル
シ
テ
ィ
の
人
間
の
２
名
、
殺
害
容
疑
で
逮
捕
す
る
。
」
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第
三
章
　
謎

第
三
章

　
―
病
院
―

　
手
術
か
ら
四
時
間
後
、
手
術
室
の
戸
が
開
く
。

「
・
・
・
」
医
者
は
無
言
で
出
て
き
た
。

　
そ
の
表
情
に
警
察
は
驚
く
。

「
・
・
・
」
警
察
も
つ
い
、
無
言
に
な
っ
て
い
る
。

「
御
愁
傷
様
で
す
」

　
そ
の
言
葉
に
警
察
は
愕
然
と
す
る
。

「
所
で
今
朝
の
新
聞
を
見
ま
し
た
か
？
」

「
？
。
な
ぜ
で
す
か
？
」
医
者
は
警
部
に
新
聞
を
渡
す
。

―
ヂ
ェ
ル
シ
テ
ィ
で
の
殺
人
者
、
名
の
無
い
少
年
に
よ
り
、
逮
捕
―

「
や
っ
て
く
れ
る
な
。
俺
も
が
ん
ば
る
か
！
」

　
―
ガ
ル
ド
コ
ロ
シ
ア
ム
前
―

「
と
こ
ろ
で
話
が
変
わ
る
ん
で
す
が
・
・
・
」

「
な
ん
だ
い
？
」

「
ま
ず
、
あ
な
た
は
誰
で
す
か
？
そ
し
て
、
こ
こ
は
ど
こ
で
ガ
ル
ド
コ
ロ

シ
ア
ム
と
は
あ
の
男
が
言
っ
て
い
た
の
で
、
『
コ
コ
ハ
　
ノ
ロ
ワ
レ
テ
イ

ル
』
っ
て
言
っ
て
い
た
の
は
な
ん
で
す
か
？
あ
と
、
隣
町
っ
て
・
・
・
」

「
・
・
・
」

「
・
・
・
」

ク
ロ
ウ
の
笑
い
声
が
周
り
に
広
が
る
。

「
最
初
っ
か
ら
い
う
ね
。
自
分
の
名
は
あ
の
男
が
言
っ
て
い
た
と
お
り
、

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
ク
ロ
ウ
・
ジ
ャ
ッ
チ
メ
ン
ト
で
ク
ロ
ウ
で
い
い
。
」

「
で
・
・
・
。
ク
ロ
ウ
さ
ん
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
っ
て
？
」

「
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
と
言
う
の
は
、
国
に
対
し
て
逆
の
意
見
の
者
が
集
団
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に
な
っ
た
の
が
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
な
ん
だ
！
」

え
っ
ー
え
っ
ー
、
と
自
分
は
頷
き
話
を
聞
く

「
次
に
こ
の
ガ
ル
ド
コ
ロ
シ
ア
ム
っ
て
・
・
・
」

「
そ
れ
は
っ
・
・
・
」

「
？
」

「
ち
ょ
っ
と
、
こ
っ
ち
へ
来
て
！
」
ク
ロ
ウ
が
暗
い
林
の
場
所
へ
行
き
、

そ
の
場
で
隠
れ
た
。

「
ど
う
し
た
の
？
」
小
声
で
ク
ロ
ウ
に
聞
く
。

「
・
・
・
。
つ
け
ら
れ
て
い
る
」
同
じ
く
、
小
声
で
言
う

「
え
っ
・
・
・
」
と
そ
の
時
コ
ロ
シ
ア
ム
前
に
男
達
が
五
人
出
て
き
た
。

　
何
か
話
を
し
て
い
る
ら
し
い
。
さ
っ
き
ま
で
、
気
が
付
か
な
か
っ
た
。

「
ア
イ
ツ
は
・
・
・
」

「
知
り
合
い
で
す
か
？
」

「
そ
ん
な
も
の
な
ど
で
は
な
い
」
ク
ロ
ウ
は
背
の
か
ば
ん
か
ら
紙
を
出

し
た
。
そ
の
紙
を
開
く
。

「
こ
れ
は
指
名
手
配
の
・
・
・
」
そ
の
時
、
自
分
は
大
声
を
出
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
声
が
聞
こ
え
た
ら
し
く
。

「
見
つ
け
た
。
追
え
っ
」
あ
の
男
達
が
追
い
か
け
て
き
た
。

　
―
村
長
宅
―

　
警
察
は
捜
査
を
し
て
い
る
ら
し
い
。

「
警
部
っ
ー
」

「
な
ん
だ
っ
」

「
こ
れ
が
、
村
長
の
家
の
中
に
。
」

「
ん
。
何
だ
？
」
警
部
が
聞
く
。

「
日
記
の
よ
う
で
す
が
・
・
・
。
鍵
が
か
か
っ
い
て
、
開
か
な
い
様
な

ん
で
す
が
」

「
何
が
言
い
た
い
？
」

「
そ
の
鍵
が
、
番
号
型
の
鍵
な
ん
で
す
よ
。
警
部
何
か
聞
い
て
い
ま
せ

ん
か
？
」
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「
い
や
何
も
聞
い
て
は
い
な
い
・
・
・
。
待
て
、
そ
う
い
え
ば
村
長
が

！
！
死
に
ま
ぎ
わ
に
『
８
２
７
５
、
こ
れ
で
真
実
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
』
っ
て
言
っ
て
い
た
」

「
ま
さ
か
っ
」
二
人
が
同
時
に
言
い
、
鍵
の
数
字
を
揃
え
る
。

「
警
部
っ
ー
」

「
ま
た
か
っ
、
今
度
は
何
だ
」

「
こ
れ
を
・
・
・
」
１
つ
の
新
聞
を
警
部
へ
渡
す
。

「
こ
れ
は
・
・
・
」

―
ヂ
ェ
ル
シ
テ
ィ
 

殺
人
者
脱
獄
―

「
な
ん
だ
っ
て
・
・
・
」
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第
四
章
　
自
己
紹
介
（
前
書
き
）

三
章
の
内
容
を
書
き
替
え
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
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第
四
章
　
自
己
紹
介

―
第
四
章
―

　
―
ガ
ル
ド
コ
ロ
シ
ア
ム
前
―

　
自
分
は
一
目
散
に
、
に
逃
げ
た
。

　
し
か
し
、
敵
の
数
が
多
い
た
め
、
男
た
ち
に
す
ぐ
捕
ま
っ
た
。

　
す
る
と
ク
ロ
ウ
が
笑
う
。
続
い
て
男
達
も
笑
い
始
め
る
。

「
？
」

　
一
人
が
帽
子
を
取
り
、

「
ぷ
っ
ー
。
何
？
コ
イ
ツ
、
面
白
い
！
」
男
達
の
メ
ン
バ
ー
の
し
ゃ
れ

た
格
好
を
し
た
女
が
声
を
か
け
て
き
た
。

「
！
」

　
そ
れ
に
対
し
て
メ
ガ
ネ
を
か
け
た
女
が

「
あ
っ
。
ち
ょ
っ
と
、
レ
オ
ナ
。
こ
の
人
私
た
ち
の
こ
と
を
知
ら
な
い

ん
だ
よ
。
急
に
話
し
か
け
る
と
、
こ
の
人
、
た
ぶ
ん
混
乱
す
る
よ
！
」

「
け
ど
さ
っ
、
セ
レ
ナ
。
ク
ロ
ウ
が
説
明
し
て
い
る
は
ず
だ
よ
」

「
・
・
・
」

　
辺
り
が
静
か
に
な
る
。

「
つ
ま
り
、
ク
ロ
ウ
が
説
明
し
て
い
な
か
っ
た
と
、
い
う
こ
と
だ
ろ

」「
！
」

　
話
し
合
っ
て
い
る
女
達
の
後
ろ
か
ら
、
男
の
声
が
聞
こ
え
た
。

「
あ
な
た
は
？
」
そ
の
男
に
質
問
を
す
る
。

「
私
の
部
下
が
と
ん
だ
失
礼
を
！
私
の
名
は
ス
ミ
ス
・
ア
ヌ
ビ
ス
」

　
す
る
と
、
自
分
の
後
ろ
か
ら

「
俺
の
名
は
レ
オ
・
イ
ー
ベ
ル
だ
、
隣
は
ボ
ル
ト
・
ロ
ッ
ク
」

「
よ
ろ
し
く
」
と
、
声
を
か
け
た
が

「
・
・
・
」
そ
の
男
か
ら
返
事
が
な
い
。
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「
ご
め
ん
ね
。
コ
イ
ツ
、
口
が
聞
か
な
い
ん
だ
」

　
す
る
と
、
後
ろ
か
ら
。

「
私
達
も
忘
れ
な
い
で
よ
。
私
の
名
前
は
レ
オ
ナ
・
コ
ー
ル
」

「
私
は
セ
レ
ナ
・
ク
リ
フ
」

　
そ
の
自
己
紹
介
も
終
わ
り
に
首
の
高
そ
う
な
ス
ミ
ス
が

「
何
か
困
っ
た
事
が
あ
っ
た
ら
相
談
に
乗
る
。
だ
が
、
今
は
お
前
に
つ

い
て
考
え
る
」

　
そ
の
時
あ
る
事
が
頭
を
横
切
っ
た
。
自
分
を
拾
っ
て
く
れ
た
老
人
と

犯
人
扱
い
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
デ
ィ
の
事
で
あ
る
。
そ
の
事
を
聞
こ
う
と

、
ス
ミ
ス
の
前
に
立
つ
。

「
ド
ォ
ー
ン
　
ド
ォ
ー
ン
」

　
何
か
が
爆
発
す
る
音
が
聞
こ
え
た
。

「
ち
っ
。
も
う
き
や
が
っ
た
か
」
レ
オ
が
石
を
蹴
り
言
う
。
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第
５
章
　
旅
立
ち

―
第
五
章
―

　　
―
ガ
ル
ド
コ
ロ
シ
ア
ム
前
―

　
地
鳴
り
と
共
に
地
面
が
揺
れ
る
。

「
一
体
、
何
が
？
」

「
ブ
レ
イ
ク
だ
！
」
レ
オ
が
怒
り
狂
っ
た
よ
う
に
言
っ
た
。

「
ブ
レ
イ
ク
？
誰
？
」

　
ス
ミ
ス
が
悲
し
そ
う
な
顔
を
し
、

「
ブ
レ
イ
ク
・
・
・
。
元
、
俺
達
と
同
じ
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
で
、
あ
の
日

に
人
々
を
殺
し
た
伝
説
の
破
壊
神
の
１
人
・
・
・
。
こ
こ
ま
で
で
、
こ

の
地
震
は
近
い
な
・
・
・
」
と
言
い
ス
ミ
ス
は
倒
れ
た
。

「
・
・
・
。
え
っ
、
あ
っ
、
ち
ょ
っ
と
」
あ
て
ほ
て
、
し
て
る
自
分
に

レ
オ
ナ
が
、

「
避
け
な
！
こ
れ
か
ら
、
傷
を
癒
す
よ
セ
レ
ナ
」

「
う
ん
」
ど
う
や
ら
、
二
人
は
補
助
役
ら
し
い
、
け
ど
傷
っ
て
？

「
悩
ん
で
い
る
な
！
」

「
！
！
！
」
後
ろ
か
ら
ボ
ル
ト
が
声
を
か
け
て
い
た
。

「
あ
っ
、
コ
イ
ツ
な
、
心
の
中
を
読
む
力
が
あ
っ
て
・
・
・
」
レ
オ
が

話
し
て
い
る
途
中
で
ボ
ル
ト
が
手
を
自
分
に
当
て

「
お
前
は
心
の
回
復
が
必
要
だ
・
・
・
老
人
？
　
ラ
イ
デ
ィ
？
　
誰
だ

？
」

「
ラ
イ
デ
ィ
？
ラ
イ
デ
ィ
・
ガ
ル
ド
か
？
」
ク
ロ
ウ
が
驚
き
立
つ

「
知
っ
て
る
ん
で
す
か
？
」

「
知
っ
て
る
も
、
何
も
・
・
・
。
さ
っ
き
も
見
せ
た
が
こ
の
新
聞
を
見

て
く
れ
」
ク
ロ
ウ
に
言
わ
れ
る
ま
ま
新
聞
を
見
た
。

「
さ
っ
き
は
、
｛
指
名
手
配
の
所
｝
を
見
て
驚
い
た
ん
だ
ろ
う
け
ど
・
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・
・
」

―
ヂ
ェ
ル
シ
テ
ィ
の
殺
人
者
脱
獄
―

「
な
ん
だ
っ
て
・
・
・
あ
ん
な
短
時
間
で
ど
う
や
っ
て
？
」

「
そ
う
、
殺
人
者
を
捕
ま
え
る
た
め
に
呼
ん
だ
ん
だ
け
ど
・
・
・
。
連

絡
機
が
壊
れ
て
連
絡
が
来
な
く
て
、
つ
け
ら
れ
た
と
思
っ
た
時
隠
れ
ち

ゃ
っ
て
」
ク
ロ
ウ
が
頭
を
下
げ
つ
つ
言
う
。

「
だ
か
ら
あ
ん
時
・
・
・
」
納
得
し
た
。
す
る
と
、
ボ
ル
ト
が

「
で
っ
、
ラ
イ
デ
ィ
と
や
ら
の
事
と
、
老
人
の
何
が
知
り
た
い
？
」

「
隣
町
の
ヂ
ェ
ル
シ
テ
ィ
に
行
け
ば
ど
う
だ
？
情
報
が
こ
こ
ス
タ
ン
バ

イ
シ
テ
ィ
よ
り
集
ま
る
と
思
う
ぞ
？
」

　
自
分
は
老
人
を
思
い
出
す
と
息
を
飲
ん
だ
。
色
々
お
世
話
に
な
っ
た

。
恩
を
返
す
た
め
に
ラ
イ
デ
ィ
を
見
つ
け
だ
す
！

　
―
村
長
宅
―

「
隣
町
ス
タ
ン
バ
イ
シ
テ
ィ
に
援
護
を
お
く
れ
、
頼
む
ぞ
オ
ガ
ー
」

　
警
部
が
攻
撃
部
隊
引
き
入
る
オ
ガ
ー
に
、
ス
タ
ン
バ
イ
シ
テ
ィ
へ
行

か
せ
た
。

「
捜
索
部
隊
は
徹
底
的
に
証
拠
を
見
つ
け
ろ
そ
し
て
、
マ
ッ
ク
お
前
は

俺
と
い
っ
し
ょ
に
村
長
の
家
を
引
き
続
き
調
査
す
る
。
で
は
、
散
」

「
マ
ッ
ク
ち
ょ
っ
と
、
と
れ
を
見
て
く
れ
」

「
日
記
で
す
か
？
」

「
あ
ぁ
、
お
ま
け
つ
き
の
な
」

「
な
ん
で
す
？
お
ま
け
っ
て
？
」

「
鍵
だ
」

「
鍵
で
す
か
？
番
号
式
み
た
い
で
す
ね
。
番
号
は
・
・
・
」

「
番
号
は
知
っ
て
い
る
。
８
２
７
５
だ
。
中
身
は
ま
だ
見
て
い
な
い
」

「
ソ
コ
マ
デ
ダ
」
こ
の
濁
っ
た
声
は
殺
人
者
！

「
お
前
は
！
」

　
ド
カ
ッ
　
　
ド
カ
ッ
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―
ス
タ
ン
バ
イ
シ
テ
ィ
―

「
以
上
で
作
戦
会
議
を
終
わ
る
」
最
後
は
ス
ミ
ス
で
締
め
た
。

「
お
っ
、
終
わ
っ
た
ぞ
出
発
準
備
を
し
て
こ
い
と
さ
金
は
レ
ジ
ス
タ
ン

ス
が
払
う
っ
て
さ
」
ス
ミ
ス
が
寝
て
い
た
自
分
に
声
を
掛
け
た
。

「
で
っ
、
な
ん
で
レ
オ
ナ
が
い
る
の
？
」

「
気
に
し
な
い
の
、
今
あ
ん
た
の
・
・
・
。
ナ
イ
ン
の
周
り
で
買
い
物

す
る
と
全
部
、
な
に
買
っ
た
っ
て
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
が
払
う
か
ら
良
い
じ

ゃ
な
い
」

「
良
く
な
い
」

「
良
く
な
く
と
は
思
わ
な
い
ぞ
俺
は
。
レ
オ
ナ
と
こ
の
俺
ク
ロ
ウ
は
ナ

イ
ン
を
守
る
仕
事
な
に
の
だ
」

「
セ
レ
ナ
は
ど
う
し
た
？
」

「
ア
イ
ツ
は
、
頭
が
良
い
か
ら
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
な
ん
だ
よ
、
そ
れ
と
も

な
に
？
私
が
い
や
な
わ
け
？
」

「
ち
な
み
に
レ
オ
と
ボ
ル
ト
と
ス
ミ
ス
は
ブ
レ
イ
ク
を
探
し
に
行
っ
た

よ
」

　
地
味
な
二
人
か
ら
の
攻
撃
、
レ
オ
ナ
は
苦
手
だ
し
・
・
・
。
ク
ロ
ウ

は
・
・
・
。
ま
あ
い
っ
か
。
て
か
・
・
・
。

「
な
ん
で
自
分
の
名
前
が
ナ
イ
ン
に
な
っ
て
る
の
？
疑
問
は
そ
こ
か
ら

だ
！
」

「
そ
れ
は
ね
、
親
父
ギ
ャ
グ
の
名
人
の
ロ
ス
ト
が
［
名
前
が
な
い
ん
だ
］

と
ナ
イ
ン
の
説
明
し
て
た
ら
、
［
名
前
は
ナ
イ
ン
だ
］
と
言
っ
た
か
ら
そ

こ
か
ら
始
ま
っ
た
ん
だ
よ
」
と
レ
オ
ン
が
言
い
ク
ロ
ウ
が

「
ち
な
み
に
知
っ
て
る
の
は
、
俺
ら
だ
け
だ
よ
」

　
買
い
物
だ
け
で
も
こ
れ
は
疲
れ
そ
う
だ
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。
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